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　マントル内部物資循環において海洋地殻、大陸地殻が海洋プレート沈み込みによりマントル内へリサイクル

し、マントル対流を通して地殻物質がマントル内に混染している可能性が指摘されているW.Xu et

al.,(2008)。しかしその実態は不明であり、マントル-地殻鉱物大循環の解明のためリサイクル地殻鉱物を用い

た物質科学的制約が急務である。北海道日高山脈に位置するマントル由来造山帯かんらん岩の幌満かんらん岩

は蛇紋岩化していない新鮮なかんらん岩として知られ、メルトマントル反応による交代作用からレールゾライ

ト、ハルツバージャイトの顕著な層序構造を示す。近年、Li et al.,(2017)により幌満かんらん岩からジルコン

やルチル、低い炭素同位体比を有するダイヤモンドの産出が報告されており、幌満かんらん岩中に地殻由来鉱

物が存在することが示唆されている。しかし問題点としてかんらん岩中の地殻鉱物は回収例が少なく、その起

源に関しても不明確であるため、かんらん岩中に残存する地殻鉱物分離技術の改善・分離回収された鉱物の記

載を目的とする。 

 

 

　本研究では、東邦オリビン工業（株）の採石場より採取したかんらん岩試料、ハルツバージャイト

764㎏、レールゾライト 954㎏、それぞれを板状に切断し移送したものを用いた。ジョークラッシャーおよび

連続式粉砕機を用いて0、1㎜大まで粉砕した後、粒度分離、比重分離、磁選処理を行い、ハンドピッキングお

よびエポキシ樹脂への包埋、研磨を行った。レールゾライト内からジルコン６粒、ルチル(TiO) １粒が回収さ

れた。一方で、ハルツバージャイト内から非磁性鉱物を濃集させた粒子を樹脂に包埋し、EPMA(YNU機器分析

評価センター)を用いた鉱物探査・鉱物同定を行った結果、コランダム(AlO) 12粒が分離回収され、包有物およ

び付着鉱物が共生している様子が観察された。コランダム６粒子のSEM-EDS分析から、これらは①Si-Al-Kに富

む珪酸塩相 ②Ti-Zr酸化物 ③Si-Ti合金　からなる包有物が確認された。 

 

 

　Morishita et al.,(1998; 2000)より幌満かんらん岩体ポンサヌシベツ川流域のハンレイ岩転石中から微量の

Crを含むコランダムの産出が報告されている。本研究で得られたコランダムは、①Crがほぼ含まれない、②

TiO2を最大で2.3 wt%程度含む、③Ti-Zr酸化物やSi-Ti合金といった特異な包有物を含む事などから異なる起源

のコランダムであることが考えられる。世界中のコランダムの産出を比較した結果(Griffine et al.,2016;

2018)よりイスラエルMt.Carmelのアルカリ玄武岩由来捕獲鉱物中コランダム内に特異な包有物として

（Ti-Zr酸化物、Si-Ti合金）が報告されている。また高いTiO2濃度(最大2,6wt％)、捕獲結晶としてダイヤモン

ドの産出も報告され、リサイクル海洋地殻玄武岩由来であると考えられている。以上より本研究で幌満ハルツ

バージャイトから分離回収されたコランダムとGriffine et al.,(2016; 2018)で報告されたコランダムは組成も

共存鉱物も非常に類似していることから同様の起源を持つことを意味し、幌満ハルツバージャイト中コランダ

ムもリサイクル海洋地殻由来コランダムであり、幌満かんらん岩中に鉱物レベルで地殻鉱物が存在することを

示唆する。 
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